
GRIスタンダード対照表・SASB対照表・ISO26000対照表・ESG対照表

SASB対照表

化学

トピック コード 指標 単位 対応状況／掲載場所

温室効果ガスの排

出

RT-CH-

110a.1

Scope1排出量のグローバル合計、排出

制限規制の対象となる割合

トン-

CO 、％

Scope1排出量のグローバル合計：254万トン-

CO

そのうち排出制限規制の対象となる割合：

78％

※1 CO , CH , N O, HFCs, PFCs, SF の6ガスにつ

き、各ガスの換算係数からCO 相当の排出量を算

定。NF は排出ゼロ。集計範囲は、東レ（株）、国

内関係会社、海外関係会社の合計値。海外関係会社

についてはCO を集計。それぞれの内訳は以下のペ

ージをご覧ください。

環境負荷の全体像

※2 世界銀行のCarbon Pricing Dashboardにおい

て、2020年に炭素税とETS（Emission Trading

Schemeの略、排出権取引）が導入済みとなってい

る地域（日本、韓国、欧州各国、メキシコ、米国

（カリフォルニア、ロードアイランド、バージニ

ア）、中国（広東省、北京市、上海市）)からの排

出量を分子として算出。

RT-CH-

110a.2

Scope1排出量、排出削減目標、および

それらの目標に対するパフォーマンスの分

析を管理するための長期および短期戦略ま

たは計画の説明

n/a 省エネおよび温室効果ガス排出削減

東レグループの気候変動への対応

大気の質 RT-CH-

120a.1

以下の汚染物質の大気排出量：

（1）NOx（N Oを除く）

（2）SOx

（3）揮発性有機化合物（VOC）

（4）有害大気汚染物質（HAPs）

トン （1）NOx、（2）SOx　

大気汚染・水質汚染防止の取り組み

（3）揮発性有機化合物（VOC）、（4）有害大

気汚染物質（HAPs）

化学物質大気排出量の自主削減

※ （4）はPRTR法対象物質の排出量。

エネルギー管理 RT-CH-

130a.1
（1）エネルギー消費量の合計

（2）グリッド電力の割合

（3）再生可能エネルギーの割合

（4）自家発電エネルギーの合計

GJ、％ （1）エネルギー消費量の合計

環境負荷の全体像

（2）グリッド電力の割合：26.0％

（3）再生可能エネルギーの割合：1.88％

※ 再生可能エネルギーの割合は、東レグループの総燃料

消費量のうち、太陽光発電、風力発電、バイオマス燃

料、再生可能エネ由来買電によって消費した割合。

（4）自家発電エネルギー

省エネおよび温室効果ガス排出削減

2 2
※1

※2

2 4 2 6

2

3

2

2

※

- 370 -

https://www.toray.co.jp/sustainability/activity/environment/environmental_load.html
https://www.toray.co.jp/sustainability/activity/environment/environmental_load.html
https://www.toray.co.jp/sustainability/activity/environment/global_warming.html
https://www.toray.co.jp/sustainability/activity/environment/global_warming.html
https://www.toray.co.jp/sustainability/tcfd/
https://www.toray.co.jp/sustainability/tcfd/
https://www.toray.co.jp/sustainability/activity/environment/pollution_prevention.html
https://www.toray.co.jp/sustainability/activity/environment/pollution_prevention.html
https://www.toray.co.jp/sustainability/activity/environment/reduction.html
https://www.toray.co.jp/sustainability/activity/environment/reduction.html
https://www.toray.co.jp/sustainability/activity/environment/environmental_load.html
https://www.toray.co.jp/sustainability/activity/environment/environmental_load.html
https://www.toray.co.jp/sustainability/activity/environment/global_warming.html
https://www.toray.co.jp/sustainability/activity/environment/global_warming.html
https://www.toray.co.jp/
https://www.toray.co.jp/


トピック コード 指標 単位 対応状況／掲載場所

水管理 RT-CH-

140a.1

（1）総取水量、（2）総消費水量、それ

ぞれの水ストレスが高いまたは極端に高い

地域の割合

千m³、％ （1）総取水量：232,819千トン

そのうち、水ストレスが「高い」地域の割

合：2.1％

そのうち、水ストレスが「極めて高い」地

域の割合：1.8％

（2）総消費量：54,193千トン

そのうち、水ストレスが「高い」地域の割

合：8.5％

そのうち、水ストレスが「極めて高い」地

域の割合：2.2％

※ 総消費量は［取水量−排⽔量］で算出。

⽔ストレスはWRI（World Resources

Institute：世界資源研究所）のAqueduct

Water Risk Atlasを用いて、東レグループの各

事業拠点ごとに調査。水ストレスが「高い」地域

と「極めて高い」地域に該当する事業所の総取水

量と総消費量の割合を算出。

RT-CH-

140a.2

水質に関する許可、基準、規制に関連す

る違反件数

件数 4件

環境リスクマネジメント

RT-CH-

140a.3

水管理リスクの説明と、それらのリスクを

軽減するための戦略と取り組みの説明

n/a 水資源管理の取り組み

有害廃棄物管理 RT-CH-

150a.1

有害廃棄物発生量、リサイクル率 トン、％ （1）有害廃棄物発生量：2,919トン

（2）リサイクル率：93％

※ 発生する廃棄物は東レ（株）および国内関係会社を対

象として集計。

有害廃棄物は、日本の廃棄物処理法で定める「特定管

理産業廃棄物」を計上。

コミュニティとの関

係

RT-CH-

210a.1

コミュニティの利益に関するリスクと機会を

管理するためのエンゲージメントプロセス

の説明

n/a コミュニケーション

労働安全、健康 RT-CH-

320a.1

(a) 直接雇用者と(b) 契約雇用者の（1）

TRIR（Total recordable incident

rate）(2) 死亡率

率 （1）TRIR

(a)東レグループ（派遣含む実績労働時

間）：0.67

(b)構内協力会社(ただし本体常駐のみで、

労働時間は推算値)：1.36

（2）死亡率

(a)東レグループ：0、(b)構内協力会社：

0

※ 東レグループでは派遣社員もグループの安全成績に含

めて統計を管理しているため、上記の定義で計上。

RT-CH-

320a.2

従業員および契約雇用者の長期（慢性）

健康リスクへの暴露を評価、監視、および

削減する取り組みの説明

n/a 労働安全・防災活動
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https://www.toray.co.jp/sustainability/activity/environment/risk.html
https://www.toray.co.jp/sustainability/activity/environment/risk.html
https://www.toray.co.jp/sustainability/activity/environment/water.html
https://www.toray.co.jp/sustainability/activity/environment/water.html
https://www.toray.co.jp/sustainability/activity/engagement/
https://www.toray.co.jp/sustainability/activity/engagement/
https://www.toray.co.jp/sustainability/activity/environment/prevention.html
https://www.toray.co.jp/sustainability/activity/environment/prevention.html


トピック コード 指標 単位 対応状況／掲載場所

使用段階での効率

化を図る製品設計

RT-CH-

410a.1

使用段階での資源効率を高める設計がさ

れた製品からの収益

円 グリーンイノベーション事業拡大プロジェクト

※ ライフサイクルマネジメントなどに基づき社内で認定し

た製品群を「グリーンイノベーション製品」と定義し、

売上高を管理。「グリーンイノベーション製品」は、

地球環境問題や資源・エネルギー問題の解決に貢献す

る製品を「省エネルギー」、「水処理」、「空気浄

化」、「環境低負荷」、「リサイクル」、「新エネル

ギー」、「バイオマス由来」などの製品群にわけ、そ

れぞれに該当するものを認定。

化学物質の安全性

と環境スチュワード

シップ

RT-CH-

410b.1
（1）化学品の分類および表示に関する世

界調和システム（GHS）の 「健康

に対する有害性と環境有害物質に

対する有害性」においてカテゴリー

1および2に分類される化学物質を

含む製品の割合

（2）それらの製品のうち、有害性評価を

行った製品の割合

売上高にお

ける％、％

開示していない

※ 東レ（株）および東レグループの関係会社では、すべ

ての製品について、製品安全性審査を実施していま

す。詳細は以下のページをご覧ください。

品質保証・製品安全への取り組み

RT-CH-

410b.2
（1）懸念のある化学物質の管理戦略につ

いての説明

（2）人的、環境的影響を低減した代替

品開発戦略についての説明

n/a （1）懸念のある化学物質の管理戦略についての

説明

安全・防災・環境保全

製品の品質と安全

品質保証・製品安全への取り組み

（2）人的、環境的影響を低減した代替品開発戦

略についての説明

安全・防災・環境保全

遺伝子組み換え作

物

RT-CH-

410c.1

遺伝子組換え作物を含む製品の収益に占

める割合

売上高にお

ける％

開示していない

法令および規制環

境の管理

RT-CH-

530a.1

業界に影響を与える環境・社会関連の政

府規制や政策提言に関連する、自社の立

場についての説明

n/a 東レグループの気候変動への対応

オペレーション上

の安全性、緊急時

への備えと対応

RT-CH-

540a.1

プロセス安全インシデント件数

（PSIC）、プロセス安全合計インシデン

ト全度数率（PSTIR）、およびプロセス安

全インシデント強度率（PSISR）

件数、率 PSIC ：0件

PSTIR ：0

プロセス安全インシデント重大度（PSISR）

：0

いずれも2022年（暦年）の実績。

※1 PSIC：ANSI / API RP 754のTier 1 PSIで定義さ

れる、年間のすべてのインシデントの合計数

※2 PSTIR ＝［合計PSI 数×200,000］／［従業員お

よび請負の合計労働時間］

※3 PSISR ＝［全PSI に対する合計強度×200,000］／

［従業員および請負の合計労働時間］

RT-CH-

540a.2

輸送事故の件数 件数 ICCA情報ガイダンスが定める「重大な輸送事

故」は該当なし

※1

※2

※3
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https://www.toray.co.jp/sustainability/activity/social/green_innovation.html
https://www.toray.co.jp/sustainability/activity/social/green_innovation.html
https://www.toray.co.jp/sustainability/activity/quality/quality.html
https://www.toray.co.jp/sustainability/activity/quality/quality.html
https://www.toray.co.jp/sustainability/activity/environment/
https://www.toray.co.jp/sustainability/activity/environment/
https://www.toray.co.jp/sustainability/activity/quality/
https://www.toray.co.jp/sustainability/activity/quality/
https://www.toray.co.jp/sustainability/activity/quality/quality.html
https://www.toray.co.jp/sustainability/activity/quality/quality.html
https://www.toray.co.jp/sustainability/activity/environment/
https://www.toray.co.jp/sustainability/activity/environment/
https://www.toray.co.jp/sustainability/tcfd/
https://www.toray.co.jp/sustainability/tcfd/


活動指標

指標 コード 単位 対応状況

報告セグメントごとの生産量 RT-CH-000.A m³ または トン 開示していない
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